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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　ー：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

4.8
要求 22,704 22,704 14,603

区分

予算額

決算額

R8年度
予算案 22,704 22,704 14,603

5.5

R7年度 0 26,129 0 26,129 15,742 4.8

R6年度 0 26,370 0 26,370 15,988 25,862

事業番号 15 08 01 事業改善シート（令和８年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

・【新】電子書籍「デジとしょ信州」「KinoDen」を活用した授業等を実施する希望のある学校をパイロット校として指定、伴走支援を行

う。

・【新】全国事例から学ぶ電子書籍を活用した授業実践研修会の実施。

・人生100年時代においては、人生の段階に応じて、誰もがそれぞれが思い描く幸せのために学び続け、自己変容していくことが求められ

る

・地域社会においても住民が相互に学び合い、地域課題の解決に参加していくことが必要であるが、人口減少や地域コミュニティの衰退

などにより、学び合いの機会が減少

・子ども、学校、地域を取り巻く多様な課題を解決していくためには、学校と地域の持続的な連携・協働が必要

・誰もが生涯にわたって多様な他者とつながり、学び続けることができる環境を創出する。

・学校と地域社会・保護者が教育の目標を共有し、協働活動を行うことを通じて、「地域とともにある学校」をつくる。

①コミュニティスクールの取組内容の充実に向けた支援

・公民館運営協議会への委託により、公民館関係者を対象とした研修の実施や、活動内容の情報発信を行う。

④学校における電子書籍活用を促進

・学校・地域の関係者の連携する仕組みであるコミュニティスクール（CS）を促進するため、研修会や意見交換会、アドバイザー派遣等

を行う。

②放課後児童対策の推進

・学校・家庭・地域が連携・協働し、社会全体で学校や子どもたちの成長を支えるために、放課後こども教室及び地域未来塾を実施す

る市町村に対して運営費を補助。

・放課後子ども教室と児童クラブが連携し、一体として放課後児童対策事業を推進するための委員会を開催。

・コーディネーターや協働活動リーダー、協働活動サポーター等の資質向上、情報交換・共有のために合同研修会を開催。

E-mail shogai pref.nagano.lg.jp

実績 実績 推移

R8年度

目標値

学びの共創による地域づくりの推進と生涯を通じた多様な学

びの創造

学びの共創による地域づくりの推進と生涯を通じた多様な学

びの創造

No.

5-4①

5-4①

施策分野（施策の総合的展開名）

事　業　名 社会教育の振興のための事業費
部局 教育委員会事務局 課・室 生涯学習課

実施期間 S24 ～

達成

状況
目標値設定理由

R7年度

見込 推移

③地域づくりにつながる公民館活動を支援

単

位

R5年度 R6年度
No. 指標名

5.6

年／

年度
数値

2024

(R6)
68

2024

(R6)
5.5

直近３か年/年度分の状況
年／

年度
数値

2023

(R5)
50

2023

(R5)
5.5

目標
年／

年度
数値

2027

(R9)
110

2027

(R9)
6

達成目標（☆印は主要目標）

社会教育士の数

県民一人当たり年間貸出冊数(公立図書館・電子図書

館)

2022

(R4)

要求からの

主な変更点
要求どおり

年／

年度
数値

2022

(R4)
33

単

位

人

冊

１年間で2.5ポイントずつ上昇させる事を目指す。

コロナ禍前（令和元年度）並みの参加者数を目指す。

※R7年度事業点検シートに記載したR6年度実績に誤りがあったため修正

しました（修正前：337、修正後：409）

①

②

79.9

450

ー

↗

74.9

409

72.4

386

未集計

(R8.8月

確定)

436

↗

↗

％

人

学校と学校関係者（地域、保

護者、産業界等）が協議して教

育目標を立てている学校の割合

（公立小中学校分）

放課後子ども合同研修会の参

加者数



1

4,713

4

R8年度

当初予算

R7年度

当初予算

R6年度

当初予算

予算案

事　業　名 社会教育の振興のための事業費

事業番号 15 08 01 細事業一覧（令和８年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

2

1

細事業

No.
細事業名

学校と地域の連携推進事業費

No.

1

要求

千円

21,222 21,094

千円 千円

17,248

17,248

部局 教育委員会事務局 課・室 生涯学習課

令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

・学校、市町村教育委員会等へCSアドバイザーを派遣。

・アドバイザー連絡会、コーディネーターの資質向上を図る研修会、学社連携・協働

意見交換会を実施。

CSアドバイザー派遣：20回、連絡会：２回、研修会：５回、学社連携：５ヶ

所

・放課後等に子どもたちの安全・安心な居場所（放課後子ども教室）を設け、子

どもたちと地域住民との交流活動等に取り組む市町村を支援。

・地域コーディネーターが核となって、地域住民の協力による学習支援（地域未来

塾）を実施する市町村を支援。

放課後子ども教室：24市町村69学校、　地域未来塾：18市町村53学校

・【新】電子書籍「デジとしょ信州」「KinoDen」を活用した授業等を実施する希望

のある学校をパイロット校として指定し、伴走支援。

・【新】全国事例から学ぶ電子書籍を活用した授業実践研修会の実施。

パイロット校３校への継続的訪問相談、事例研修会の開催：１回

直接

補助金

・放課後子ども教室と児童クラブが連携し、一体として放課後児童対策事業を推

進するための委員会を開催。

・総合的な放課後児童対策事業を目指し、コーディネーターや協働活動リーダー、

児童クラブ指導員等の資質向上、情報交換のための合同研修会を実施。
直接

放課後児童対策推進委員会開催：１回、合同研修会の開催：２回

細事業を構成する主な取組

コミュニティスクール促進事業

放課後等体験・学習支援事業

（放課後子ども教室、地域未来塾に

対する補助金）

学校における電子書籍活用実践パイ

ロット校支援事業

実施方法

743

要求 743

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

R8年度

当初予算

2 生涯学習振興費
428 294

予算案

直接

3

放課後等体験・学習支援事業

（放課後児童対策推進委員会の開

催、合同研修会の開催）

社会教育委員会議開催　１回、生涯学習審議会開催　２回

2 ＰＴＡ研修事業

ＰＴＡ役員等を対象に、資質の向上及びＰＴＡ活動の振興を図るため、ＰＴＡ

活動に関する研修を実施。直接

研修会開催　２回

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1
社会教育委員会議、生涯学習審議

会の開催

県内の社会教育・生涯学習の推進状況を把握し、県事業の評価・検証を実施す

るため、県の社会教育・生涯学習振興に関する意見交換、意見聴取を行う。直接

細事業

No.
細事業名

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

R8年度

当初予算

3 生涯学習総務費
4,720 4,741

予算案

公民館運営事業の支援

県内の公民館関係者の力量向上、公民館の活性化、ならびに組織と活動の強化

を図るため、これらの取組を長野県公民館運営協議会に委託して実施する。委託

公民館長研修会・公民館主事研修会・公民館報関係者研修会・

長野県公民館大会各年１回、公民館職員支援講座４回、優良事例集の作成

と配付、公運協だより作成と配付４回

要求 4,713

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）


